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血清蛋白質型4座 位による無角和種(B1)の 遺伝的分析
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和牛の1品 種である無角和種は,大正5年 英国スコッ

トランドから,ア バディー ンアンガス種の雄1,雌2頭,

さらに昭和5年 に雄1頭 が輸入され,そ れらと黒毛和種

との交雑およびその後の選抜改良によって作出されたも

のである1,2).無角和種の飼養地帯は山口県阿武郡にほぼ

限定されており,飼 養頭数も近年漸減の傾向にある.ま

た閉鎖小集団内の近親繁殖による近交係数の上昇に伴 う

いくつかの問題が生 じてきた.そ こで昭和49年 よ り近親

繁殖の緩和と付随的に産肉形質の改善を目的として,但

馬系の黒毛和種種雄牛(奥 谷,幸 福)と 従来の無角和種と

の交雑が試みられた.そ して昭和52年 か らはこのF1種

雄牛(畜 谷,畜 福)を 従来の無角和種雌牛に戻 し交配す

ることにより,奥 谷または 幸福の遺伝子を25%有 す る

新しい無角和種(B1)が 作出された.そ して現在この無

角和種(B1)が コマーシャル牛として,山 口県阿武郡を

中心に,一 般農家で飼養されている.そこ で現在の無角

和種(B1)に,交 配された黒毛和種種雄牛の遺伝子の流

入が確実に認められるかどうかを,血清 蛋白質型を調査

することにより考察してみた.

材料および方法

調査材料 として山口県畜産試験場で飼養されている無

角和種(B1)70頭(畜 谷の産子36頭,畜 福の産子34頭)

の血液を採取 した.ま たF1雄 牛 の畜谷,畜福および既

に死亡 している奥谷,幸 福の蛋白質型を推定するため,

しの産子をそれぞれ19頭,23頭 血液を採取 し調査した.

分析に用いた血清蛋白質型は,今 までの報告3-5)で 黒

毛和種と無角和種の品種内における遺伝子型の個体変異

および両品種間に出現頻度の顕著な差異が認められてい

る,ト ランスフェリン(Tf),ア ミラーゼ(AmI),ポ ス

トアルブミン(Pa),ポ ス トトランスフェ リン(Ptf2)

型 の4座 位である.Tf型 は阿部 と小松6)の 提案 した方

法によって,で ん粉ゲル電気泳動法を用いて判定した.

すな わち,電 極槽に ホウ酸 ・カセイソーダ緩衝液(pH

8.7)を 用い,ゲ ル作成用として塩化カルシウム0.005M

を添 加 した トリス・塩 酸 緩 衝液(pH7.4)を用 いて,

150～300Vの 定電圧(ゲ ルの大きさ,12×26×0.6cm)

で約5時 間泳動 した.ゲ ル濃度は13.5%で,試 料を塗布

しゲルに挿入 した濾紙片は通電開始後45分 で取 り除い

た.次 にAm型 は,阿 部と大石の方法7)に 従 って,で

ん粉ゲル電気泳動法を用いて判定 した.Pa型 とPtf型

は,GAHNEら8)が 牛血清蛋白質型の分離,検 出に応用し

た水平式ポ リアクリルア ミドグラジェン トゲル電気泳動

法を用いて判定 した.泳 動の実施に当っては,阿 部と小

松9)が 解説 した方法に従って行った.

比較対照に用いた従来の無角和種の蛋白質型の出現頻

度は,阿部ら8)お よびKOMATSUら4)が 報告したもので

ある.ま た他集団からの遺伝子の流入率は,集 団遺伝学

でよく用いられる次の式によって計算した.

m=q1-q0/qm-q0

ここに,mは 現在の無角和種(B1)へ の黒毛和種または
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無角和種(B1)の血 清蛋白質型変異

Table 1. Gene frequencies at four serum protein loci in Japanese Polled 

(B1) and original Japanese Polled cattle

*Gene frequencies in original Japanese Polled reported by ABE et al. (1977) 

and KOMATSV et al. (1979)

F1種 雄牛の遺伝子の流入率,q0は 従来の無角和種,q1は

現在の無角和種(B1),qmは 種雄牛におけるそれぞれ遺

伝子頻度を示 している.

結果および考察

無角和種(B1)70頭 の調査から得られた血清蛋白質型

4座 位の遺伝子頻度は,表1に示 した.表1に は比較対

照のため,阿 部ら3)お よびKOMATSUら4)に よって報告

された従来の無角和種の遺伝子頻度も記載 した.表1か

ら明らかなように,畜 谷,畜 福の産子およびそれを混合

したときの遺伝子頻度が,各 蛋白質型 とも従来の無角和

種とはかなり異なっていた.Tf型 では,B1は 従来の無

角和種と比較 してTfA,TfD2遺 伝子の増加とTfD1の 減

少,Am型 では,AmBの 減少とAmCの 増加,Pa型 で

は,PaAの 増加とPaBの 減少,Ptf型 では,PtfFの 増

加とPtfsの 減少が顕著に認められた.

奥谷の産子の調査から,奥 谷の遺伝子型を,既 に報告

されている5)但 馬系黒毛和種の遺伝子頻度を考慮 して推

定すると,TfがAA型,AmがCC型,PaがAB型,

PtfがFF型 となった.一 方幸福の遺伝子型は,Tfが

D2D2型,AmがCC型,PaがAB型,PtfがFS型 と

なった.ま た奥谷の産子であるF1種 雄牛畜谷は,Tfが

AA型,AmがCC型,PaがAB型,PtfがFF型,

幸福の産子畜福は,TfがAD2型,AmがBC型,Paが

AA型,PtfがFS型 であった.こ れら種雄牛の遺伝子

型をみたとき,表1の 無角和種(B1)の 遺伝子頻度は,

各蛋白質型において,こ れ ら種雄牛と従来の無角和種の

交雑の結果をよく反映していると思われる.す なわち,

但 馬系の黒毛和種種雄牛奥谷,幸 福の遺伝子の流入は,

調査 した4蛋 白質型において顕著に認められる.しかし,

従来の無角和種に奥谷,幸 福の遺伝子が25%,畜 谷,畜

福でみると50%の 遺伝子の流入が考えられるので,そ の

流入率を基にして各蛋白質型の期待される遺伝子頻度の

算出を試みたが,表1の 無角和種(B1)の 遺伝子頻度 と

は十分に一致しなかった.

そ こで表1の 無角和種(B1)の 遺伝子頻度から,逆 に

各種雄牛の遺伝子の流入率を計算してみた.そ の結果,

奥谷,幸 福でみると,両 方の産子を混合 したとき,4蛋

白質型の平均で遺伝子の流入率は76.5%と な り,4つ の

血清蛋白質型で みる限 り,理 論値25%を 大 きく上回っ

た.一 方,畜 谷,畜 福で みると,流 入率は60.0%と な

り,理 論値50%に 近 い値であった.こ のように両者で異

なる結果 が得られたのは,調 査座位が少ないこと,B1お

よび従来の無角和種の調査に伴う抽出誤差も考えられる

が,も っとも大きな原因として幸福と畜福の遺伝子型が

Tf,Am,Pa型 で異なっていたことが挙げられる.す な

わち子供における対立遺伝子の分離と幸福と交配された

従来の無角科種雌牛の遺伝子型が,遺 伝子の流入率の 計

算における違いに大きく影響 していると思われた.

この研究を遂行するに当り,実 験方法ならびに既報の

デー タの使用に関 して,適 切な御助言 と御協力をいただ

いた農林水産省畜産試験場育種 部長,阿 部恒夫博士およ

び血液材料の採取に御協力いただいた兵庫県畜産試験場
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